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65の脱炭素型ライフスタイル選択肢による
1人1年あたり温室効果ガス排出量
（カーボンフットプリント）の

最大削減効果（52都市平均の最大削減効果）
・移動：ライドシェアリング（相乗り）530キロCO2e、電気自動車（再生
可能エネルギーによる充電）470キロCO2e、公共交通・自転車への転換
（都市内の私用移動）430キロCO2e、テレワーク290キロCO2e、職住近接
280キロCO2e、地域で過ごす休暇140キロCO2e

・住居：ゼロエネルギー住宅1910キロCO2e、再生可能エネルギー由来の電
力への切り替え1300キロCO2e、コンパクトな住居250キロCO2e、太陽熱
供給190キロCO2e、ヒートポンプによる温水供給130キロCO2e、自宅での
ウォームビズ・クールビズ120キロCO2e

・食：完全菜食（ヴィーガン）350キロCO2e、菜食（ベジタリアン）220キ
ロCO2e、代替肉製品への転換190キロCO2e、バランスフードガイドに基づ
く健康的な食事120キロCO2e、フードロス削減60キロCO2e、旬産旬消40
キロCO2e

・レジャー・消費財：地域でのレクレーション250キロCO2e、エコツーリ
ズム90キロCO2e、衣類の長期使用200キロCO2e、趣味用品の長期使用110
キロCO2e、消耗品の節約90キロCO2e

https://www.nies.go.jp/whatsnew/20210719/20210719.html
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https://www.jccca.org/
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被災現場上空視察(1)（長野市） 被災現場上空視察(4)（千曲市）
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https://www.pref.nagano.lg.jp/ontai/climateemergency.html



https://www.pref.nagano.lg.jp/ontai/documents/houshin_scenario.pdf 71
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パブコメで2030年目標を
48％削減から60％削減に
上方修正！



75https://www.pref.nagano.lg.jp/ontai/happyou/200401press.html
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2001（H13）年度以降の県内総生産と県内の温室効果ガス総排出量の推移を見ると、2014
（平成 26）年度の県内総生産は 2001 年度比で 14.5％増加する一方、県温室効果ガス総排出
量は同 4.1％減少しており、当県では経済成長と温室効果ガス総排出量の削減が相関しない
「デカップリング（分離）」の傾向が 全国と比較しても有意に見られます。

https://www.pref.nagano.lg.jp/ontai/kurashi/ondanka/shisaku/documents/chukan-genjyo2_1.pdf

長野県環境
エネルギー戦略の
中間見直しに
当たっての
現状分析

長野県
（2018年3月）
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ざっくり言うと

•業務部門＝ZEB（＋再エネ確保）

•家庭部門＝ZEH（＋再エネ確保）

•運輸部門＝ZEV（＋再エネ確保）

•産業部門＝Zero Emission Factory/Products（＋再エネ確保）

•エネルギー転換部門＝再エネ中心のゼロエミエネルギー供給

•どうしても出てしまう分は森林吸収等のオフセット・新技術
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ZEB: Zero Energy Building
ZEH: Zero Energy House
ZEV: Zero Emission Vehicle



さいごに
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89人為起源のCO2の累積排出量

気
温
の
上
昇

IPCC
AR6
図SPM.10

気温の上昇とCO2累積
排出量がほぼ比例関係
＝ CO2排出が増えると

気候変動が進行

気候変動がもたらす
地域間・世代間格差

気候正義 Climate Justice
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https://www.un.org/en/climate-sdgs-conference-2022





https://mainichi.jp/articles/20220720/k00/00m/040/381000c

https://www.un.org/en/climate-sdgs-conference-2022
https://www.iges.or.jp/jp/news/20220725

https://mainichi.jp/articles/20220720/k00/00m/040/381000c?fbclid=IwAR3iHTRkKayEdvPn72NbNGOV8nK0w1j-AtLzbcEGv_O3V1WGTyN7IRTc95I
https://www.un.org/en/climate-sdgs-conference-2022
https://www.iges.or.jp/jp/news/20220725
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都市の気候変動政策についての提言
1. 快適さを逃さない住まいとオフィス
2. トップランナー機器をレンタルする暮らし
3. 安心でおいしい旬産旬消型農業
4. 森林と共生できる暮らし
5. 人と地球に責任を持つ産業・ビジネス
6. 滑らかで無駄のないロジスティクス
7. 歩いて暮らせる街づくり
8. カーボンミニマム系統電力
9. 太陽と風の地産地消
10.次世代エネルギー供給
11.「見える化」で賢い選択
12.低炭素社会の担い手づくり

藤野純一（fuji@nies.go.jp）（独）国立環境研究所
フリー・ディスカッション：気候変動政策における都市の役割

ロンドン市・ポートランド市担当者を囲んで、英国大使館2008年6月1日

脱温暖化
2050

http://2050.nies.go.jp
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2050年低炭素社会の描写例
シナリオA: 活力、成長志向 シナリオ B: ゆとり、足るを知る

都市型/個人を大事に 分散型/コミュニティ重視

集中生産・リサイクル
技術によるブレイクスルー

地産地消、必要な分の生産・消費
もったいない

より便利で快適な社会を目指す 社会・文化的価値を尊ぶ

GDP１人当たり２％成長 GDP1人当たり１％成長

絵：今川朱美

人々の考え方、人口、国土・都市、生活・家庭、経済・産業に関する
叙述的なシナリオを開発している

https://2050.nies.go.jp/press/070215/file/2050_LCS_Scenario_Japanese_080715.pdf

https://2050.nies.go.jp/report/file/lcs_japan/20090814_narrativevision_j.pdf



家庭やオフィスでの方策

1. 快適さを逃さない住まいとオフィス

建物の構造を工夫することで光を
取り込み暖房・冷房の熱を逃がさ
ない

2. トップランナー機器をレンタルする暮らし

レンタルなどで高効率機器の初期
費用負担を軽減し、モノ離れした
サービス提供の推進

9. 太陽と風の地産地消

地域の太陽エネルギー・
風力エネルギーなどを
積極的に活用する

4. 森林と共生できる暮らし

木材を積極的に利用

3.安心でおいしい旬産旬消型農業

生産農家の顔が見える
低炭素農産物を選択

CO2
CO2

CO2CO2
CO2CO2

11. 「見える化」で賢い選択

CO2排出量などを「見え
る化」して、消費者が
経済合理的に低炭素
商品を選択

12. 低炭素社会の担い手づくり

低炭素社会構築が安全安心な暮ら
しにつながることを理解し、行動
に結びつける

8. カーボンミニマム系統電力

再生可能エネ、原子力、
CCS併設火力発電の
電気を利用

10. 次世代エネルギー供給

水素燃料電池で熱と電
気を同時に供給

5.人と地球に責任をもつ産業・ビジネス

オフィスの徹底した低炭素空間化
を実践
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低炭素社会とは

• 脱温暖化：温暖化による影響（異常気象、正
のフィードバック）のリスクを小さくする

• 脱石油：資源を節約・有効利用することで資
源のない日本にとって資源リスクを小さくする

• イノベーションの創出：日本の技術が世界に
役立ち国際競争力が増す

• 安全・安心な生活：生活者の視点に立った国
土利用、都市計画等の社会変革が必要に

努力した人たちがほめられる仕組みづくり
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脱炭素社会とは
• 脱温暖化：温暖化による影響（異常気象、正
のフィードバック）のリスクを小さくする

• 脱化石：資源を節約・有効利用することで資
源のない日本にとって資源リスクを小さくする

• イノベーションの創出：日本の技術が世界に
役立ち国際競争力が増す

• 安全・安心な生活：生活者の視点に立った国
土利用、都市計画等の社会変革が必要に

努力した人たちがほめられる仕組みづくり
努力しない人たちが損をして批判される仕組みづくり



https://www.city.minamisoma.lg.jp/portal/sections/61/6150/61503/study/1/2/2020.html

尊徳56才
高慶32才
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再建にあたり、徹底的な現地調査から始めた。
また、自らが現地の指揮を執り、必ず具体的な
数値目標を掲げて、周囲にそれを公表して周知
徹底させるなかでスタートし、確実に実践した。

“経済の伴わない道徳は戯言であり、道徳を伴
わない経済は罪悪である”とし、いくら道徳を
説いても、金がなく実行できなければ何も生ま
れないし、何の価値もないので、道徳の実践を
支える経済の実践があってこそ、社会が発展し
ていくことを伝えた。

報徳思想、報徳仕法で指導し成果をおさめて、
渋沢栄一等の名経営者にリスペクトされた二宮尊徳
https://president-one.com/20210705/5084

https://amzn.to/3JfKFFu

Survey is the basic.
“Moral” is important.
“Economy” is the must.
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PV eye（２０２２年７月号）
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